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【今期間の天候について】

■気圧配置の特徴

 週前半（

ら本州の南海上にかけて延び、前線上を低気圧が東

進した。

滅。日本列島は広く高気圧に覆われ、南西諸島から

東日本にかけて、晴れた所が多くなった。

海まで北上した梅雨前線上を低気圧が進み、日本海

西部に達した。関東甲信や東海、北陸、東北南部で

一斉に梅雨入り。九州北部～近畿では梅雨入りの発

表が見送られた。また、低気圧や前線に伴う活発な

雨雲が掛かった山口県、広島県、島根県には「

階の防災気象情報」のうち、『警戒レベル

する「土砂災害警戒情報」が発表された。

■降水 

梅雨前線の活動が強まり、
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天気図（6月 2日～6月

【今期間の天候について】

■気圧配置の特徴 

週前半（6月 2日～5日）、梅雨前線が東シナ海か

ら本州の南海上にかけて延び、前線上を低気圧が東

進した。6日は日本の南海上で、梅雨前線が一旦消

滅。日本列島は広く高気圧に覆われ、南西諸島から

東日本にかけて、晴れた所が多くなった。

海まで北上した梅雨前線上を低気圧が進み、日本海

西部に達した。関東甲信や東海、北陸、東北南部で

一斉に梅雨入り。九州北部～近畿では梅雨入りの発

表が見送られた。また、低気圧や前線に伴う活発な

雨雲が掛かった山口県、広島県、島根県には「

階の防災気象情報」のうち、『警戒レベル

「土砂災害警戒情報」が発表された。

 

梅雨前線の活動が強まり、

1時間降水量 47mm
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【今期間の天候について】 

日）、梅雨前線が東シナ海か

ら本州の南海上にかけて延び、前線上を低気圧が東

日は日本の南海上で、梅雨前線が一旦消

滅。日本列島は広く高気圧に覆われ、南西諸島から

東日本にかけて、晴れた所が多くなった。

海まで北上した梅雨前線上を低気圧が進み、日本海

西部に達した。関東甲信や東海、北陸、東北南部で

一斉に梅雨入り。九州北部～近畿では梅雨入りの発

表が見送られた。また、低気圧や前線に伴う活発な

雨雲が掛かった山口県、広島県、島根県には「

階の防災気象情報」のうち、『警戒レベル

「土砂災害警戒情報」が発表された。

梅雨前線の活動が強まり、2日は沖縄本島地方の
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日）、梅雨前線が東シナ海か

ら本州の南海上にかけて延び、前線上を低気圧が東

日は日本の南海上で、梅雨前線が一旦消

滅。日本列島は広く高気圧に覆われ、南西諸島から

東日本にかけて、晴れた所が多くなった。7日は黄

海まで北上した梅雨前線上を低気圧が進み、日本海

西部に達した。関東甲信や東海、北陸、東北南部で

一斉に梅雨入り。九州北部～近畿では梅雨入りの発

表が見送られた。また、低気圧や前線に伴う活発な

雨雲が掛かった山口県、広島県、島根県には「5段

階の防災気象情報」のうち、『警戒レベル 4』に相当

「土砂災害警戒情報」が発表された。 

日は沖縄本島地方の 
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い雨を観測。

で

のびた梅雨前線上の低気圧が東進し、九州南部や四

国を中心に雨雲が広がった。

諸島を南下し、沖縄・八重山地方の大原で

常に激しい雨を観測。

雨量が

多良木で

った。

 

2019 年 6 月

 

 

い雨を観測。3日は沖縄県名護市で

で 40mm の激しい雨が降った。

のびた梅雨前線上の低気圧が東進し、九州南部や四

国を中心に雨雲が広がった。

諸島を南下し、沖縄・八重山地方の大原で

常に激しい雨を観測。

雨量が 249mm、和歌山県護摩壇山では

多良木で 177mm を記録し、西日

った。 

 

月 12 日発行 

日は沖縄県名護市で

の激しい雨が降った。4日は九州の南海上に

のびた梅雨前線上の低気圧が東進し、九州南部や四

国を中心に雨雲が広がった。5日は梅雨前線が南西

諸島を南下し、沖縄・八重山地方の大原で

常に激しい雨を観測。7日は高知県魚梁瀬で

、和歌山県護摩壇山では

を記録し、西日本を中心に大雨とな
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日は沖縄県名護市で 43.5mm、渡名喜

日は九州の南海上に

のびた梅雨前線上の低気圧が東進し、九州南部や四

日は梅雨前線が南西

諸島を南下し、沖縄・八重山地方の大原で 62mm の非

日は高知県魚梁瀬で 24 時間

、和歌山県護摩壇山では 186mm、熊本県

本を中心に大雨とな

無断転載を禁じます

          

、渡名喜

日は九州の南海上に

のびた梅雨前線上の低気圧が東進し、九州南部や四

日は梅雨前線が南西

の非

時間

、熊本県

本を中心に大雨とな

 

■気温 

今期間、梅雨入り前の

日に日に気温が上昇した。真夏日地点数は日ごとに

地点数が増加し、

島根県津和野町では

りに「猛暑日」を観測した。

島は広範囲に雨雲が掛かったため、気温の上昇が抑

えられ、真夏日地点数は大幅に減少し、

った。 
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今期間、梅雨入り前の 6日（木）にかけて、各地で

日に日に気温が上昇した。真夏日地点数は日ごとに

地点数が増加し、6日（木）は

島根県津和野町では 35℃に到達し、全国で

りに「猛暑日」を観測した。

島は広範囲に雨雲が掛かったため、気温の上昇が抑

えられ、真夏日地点数は大幅に減少し、

掲載図は気象庁よ

株式会社 サニースポット

日（木）にかけて、各地で

日に日に気温が上昇した。真夏日地点数は日ごとに

日（木）は 280 地点に達した。

℃に到達し、全国で

りに「猛暑日」を観測した。7日になると、日本列

島は広範囲に雨雲が掛かったため、気温の上昇が抑

えられ、真夏日地点数は大幅に減少し、37

 

より引用。 
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日（木）にかけて、各地で

日に日に気温が上昇した。真夏日地点数は日ごとに

地点に達した。

℃に到達し、全国で 10 日ぶ

日になると、日本列

島は広範囲に雨雲が掛かったため、気温の上昇が抑

37 地点とな
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■今期間

 気温は、全国的に平年よりも高くな

 降水量は、鹿児島県奄美地方、中国地方や北陸、東北南部で平年の

となった。一方、晴天が持続した東北北部の日本海側、北海道南部や北部、オホーツク海側の地域で、平年の

 日照時間は、山陰や北陸、東北地方、北海道東部の地域で、平年を上回った所が多かった。一方、西日本～東日本の太平洋側でやや少ない傾向が見られ、

九州地方では東シナ海側で、平年の

■平均気温（℃）と平年差（℃）
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■今期間（6月 2日～6月

気温は、全国的に平年よりも高くな

降水量は、鹿児島県奄美地方、中国地方や北陸、東北南部で平年の

となった。一方、晴天が持続した東北北部の日本海側、北海道南部や北部、オホーツク海側の地域で、平年の

日照時間は、山陰や北陸、東北地方、北海道東部の地域で、平年を上回った所が多かった。一方、西日本～東日本の太平洋側でやや少ない傾向が見られ、

九州地方では東シナ海側で、平年の

■平均気温（℃）と平年差（℃）

  17.4（＋2.1）  
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気象レポート【全国

月 8日）の天候のまとめ

気温は、全国的に平年よりも高くなり、

降水量は、鹿児島県奄美地方、中国地方や北陸、東北南部で平年の

となった。一方、晴天が持続した東北北部の日本海側、北海道南部や北部、オホーツク海側の地域で、平年の

日照時間は、山陰や北陸、東北地方、北海道東部の地域で、平年を上回った所が多かった。一方、西日本～東日本の太平洋側でやや少ない傾向が見られ、

九州地方では東シナ海側で、平年の 50％前後と、日差しが少なかった。

■平均気温（℃）と平年差（℃） 

  旭川 17.1（＋

  釧路 12.7（＋

  秋田 20.1（＋

  前橋 23.0（＋

  長野 20.7（＋

  金沢 21.9（＋

  大阪 23.5（＋

  広島 23.3（＋

  福岡 24.0（＋

  宮崎 22.9（＋

  那覇 27.3（＋
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のまとめ 

、特に、日照時間

降水量は、鹿児島県奄美地方、中国地方や北陸、東北南部で平年の

となった。一方、晴天が持続した東北北部の日本海側、北海道南部や北部、オホーツク海側の地域で、平年の

日照時間は、山陰や北陸、東北地方、北海道東部の地域で、平年を上回った所が多かった。一方、西日本～東日本の太平洋側でやや少ない傾向が見られ、

％前後と、日差しが少なかった。
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2019 年 6 月

特に、日照時間が多かった九州北部から北陸、北日本を中心と地域で、平年よりも２℃以上高くなった。

降水量は、鹿児島県奄美地方、中国地方や北陸、東北南部で平年の 2倍以上となった。また、熊本県や大分県、和歌山県、東海の沿岸部で、平年を上回る降水量

となった。一方、晴天が持続した東北北部の日本海側、北海道南部や北部、オホーツク海側の地域で、平年の

日照時間は、山陰や北陸、東北地方、北海道東部の地域で、平年を上回った所が多かった。一方、西日本～東日本の太平洋側でやや少ない傾向が見られ、

％前後と、日差しが少なかった。 

■期間総降水量（

 

札幌   7.5（ 77

網走   1.0（  

室蘭   3.5（ 15

仙台  32.0（126

東京  19.5（ 68

新潟  28.5（177

名古屋 51.5（171

松江  38.5（177

高知  74.5（119

長崎  21.0（ 50

鹿児島 23.0（ 33
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多かった九州北部から北陸、北日本を中心と地域で、平年よりも２℃以上高くなった。

倍以上となった。また、熊本県や大分県、和歌山県、東海の沿岸部で、平年を上回る降水量

となった。一方、晴天が持続した東北北部の日本海側、北海道南部や北部、オホーツク海側の地域で、平年の

日照時間は、山陰や北陸、東北地方、北海道東部の地域で、平年を上回った所が多かった。一方、西日本～東日本の太平洋側でやや少ない傾向が見られ、

 

■期間総降水量（mm）と平年比（％）

77）  旭川 12.5

  8）  釧路 23.0

15）  秋田  

126）  前橋 12.5

68）  長野 23.5

177）  金沢 42.5

171）  大阪 36.0

177）  広島 80.0

119）  福岡 22.0

50）  宮崎 80.5

33）  那覇 78.5

 ②          

多かった九州北部から北陸、北日本を中心と地域で、平年よりも２℃以上高くなった。

倍以上となった。また、熊本県や大分県、和歌山県、東海の沿岸部で、平年を上回る降水量

となった。一方、晴天が持続した東北北部の日本海側、北海道南部や北部、オホーツク海側の地域で、平年の

日照時間は、山陰や北陸、東北地方、北海道東部の地域で、平年を上回った所が多かった。一方、西日本～東日本の太平洋側でやや少ない傾向が見られ、

）と平年比（％） 

12.5（ 76） 

23.0（ 99） 

 6.5（ 33） 

12.5（ 58） 
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42.5（184） 

36.0（132） 

80.0（243） 

22.0（ 73） 

80.5（112） 

78.5（105） 
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多かった九州北部から北陸、北日本を中心と地域で、平年よりも２℃以上高くなった。

倍以上となった。また、熊本県や大分県、和歌山県、東海の沿岸部で、平年を上回る降水量

となった。一方、晴天が持続した東北北部の日本海側、北海道南部や北部、オホーツク海側の地域で、平年の 30％に満たない降水量となった。

日照時間は、山陰や北陸、東北地方、北海道東部の地域で、平年を上回った所が多かった。一方、西日本～東日本の太平洋側でやや少ない傾向が見られ、

 

■日照時間の平年比（％）

札幌  105

釧路  115

仙台  127

長野   

名古屋  

広島  100

長崎   

那覇   
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多かった九州北部から北陸、北日本を中心と地域で、平年よりも２℃以上高くなった。

倍以上となった。また、熊本県や大分県、和歌山県、東海の沿岸部で、平年を上回る降水量

％に満たない降水量となった。

日照時間は、山陰や北陸、東北地方、北海道東部の地域で、平年を上回った所が多かった。一方、西日本～東日本の太平洋側でやや少ない傾向が見られ、

■日照時間の平年比（％）

105   旭川  

115   室蘭 108

127   前橋 100

 94   新潟 110

 87   大阪  

100   高知  

 49   宮崎  

 95 

掲載図は気象庁よ

株式会社 サニースポット

多かった九州北部から北陸、北日本を中心と地域で、平年よりも２℃以上高くなった。 

倍以上となった。また、熊本県や大分県、和歌山県、東海の沿岸部で、平年を上回る降水量

％に満たない降水量となった。 

日照時間は、山陰や北陸、東北地方、北海道東部の地域で、平年を上回った所が多かった。一方、西日本～東日本の太平洋側でやや少ない傾向が見られ、

■日照時間の平年比（％） 

 86   網走  

108   秋田  

100   東京  

110   金沢  

 81   松江  

 94   福岡  

 96   鹿児島
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倍以上となった。また、熊本県や大分県、和歌山県、東海の沿岸部で、平年を上回る降水量

日照時間は、山陰や北陸、東北地方、北海道東部の地域で、平年を上回った所が多かった。一方、西日本～東日本の太平洋側でやや少ない傾向が見られ、特に、
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